
（様式１－１）

令和６年度 学校評価報告書 大牟田市立 甘木中学校（ＮＯ１）

① 授業改善により、学ぶ意欲を向上させ、主体的に学習に取り組む生徒の育成
学校教育目標 確かな学力を身につけ、豊かな心と主体的実践力を持ち、たくましく生きる生徒の育成 重点目標

②「絆づくり」と一人の「居場所づくり」

評 価 計 画 自 己 評 価 学校関係者評価 改 善 計 画
重点目標 目標達成のための方策（取組指標） 成果指標 （結果） 評価 結 果（成果○と課題△） 評価 コメント 次年度における改善策（案）

○授業の導入段階での課題意識を持 ・学校の評価は、全項目適切である。 ・生徒が持っている知識・技能を活
○課題意識を喚起するための工夫、課題解 [生徒アンケート] 3.5 →（3.4） ３ たせるための工夫や見通しを持た Ａ ・家庭学習時間１時間未満の生徒の 用して自分で設定した問題の解決
決のための意欲を高める工夫 [教師アンケート] 3.2 →（2.9） せる工夫に取り組むことができて 割合がほぼ半数いることが気にな をする学習活動を多く取り入れ、

いる。 る。要因を分析し、小中連携で取 思考力・判断力・表現力を育成す
○「つくる段階」でペアやグループで調べ [生徒アンケート] 3.5 →（3.3）

２
△ペアやグループで考えをつくる活 Ａ り組んでいる家庭学習強調週間等 る。

授業改善によ たり、考えたり、伝えたりする活動 [教師アンケート] 3.2 →（2.6） 動や自分の考えをつくる活動、生 を有効に活用していただきたい。 ・各種学力調査については、結果の

り学ぶ意欲を 徒が自力解決させるための工夫が ・ベテランの先生はタブレットを使 分析を共有するだけでなく、具体
重 向上させ主体 ○課題に粘り強く取り組み、自己調整しな [生徒アンケート] 3.5 →（3.2） 不十分であり、思考力・判断力・ Ａ 用しなくてもわくわくする授業も 的な取組について全職員で話し合

的に学習に取 がら自力解決するための工夫 [教師アンケート] 3.3 →（2.4） ２ 表現力に課題が見られる。 行われているので、必ずしもタブ い、学力向上プランの共通理解を
点 り組む生徒の △タブレット端末を活用した授業に レットにこだわらなくてもいいと 図る校内研修会を実施する。

育成 ○タブレット端末を活用した活動 [生徒アンケート] 3.0 →（3.2） ２ 教師間で差が見られる。 Ａ 思う。 ・ICTを活用した研究授業を行うと
目 [教師アンケート] 3.0 →（2.4） △教師の自己評価において、自分の ・生徒のタブレット端末の活用に対 ともに、授業の検討だけでなく、

[生徒アンケート] 授業や研修を厳しく評価し、成果 しての意識にずれがあるように感 外部講師を招き、効果的なICT活
標 ○校内研修や校内ＯＪＴによる授業力向上 ○○科の授業がわかる生徒 3.5 →（3.0） ２ と課題を意識した授業の工夫が行 Ａ じる。 用方法についてのICT講習を設定

[教師アンケート] われた。 ・スマイルノートの活用法の見直し する。
に 授業力向上のためのOJT 3.0 →（2.0） △特に１・２年生において、家庭学 は大事だと思う。ある意味、課題 ・スマイルノートを活用した自主学

○スマイルノート(家庭学習)の充実・徹底 [生徒アンケート] 習が１時間未満が約半数を占める を出すのも必要かと思う。 習だけでなく、基礎・基本の徹底
関 スマイルノートに授業の復習をしている 家庭学習時間１時間未満の生徒の割合 ２ ため、スマイルノートの取組の量 Ａ ・教師自身の評価が低いので、もっ を図るための課題を出すなど家庭

30％以下 →（46％） と質の徹底が必要である。 と自信を持って授業をしてほしい。 学習の充実を図る。
す ○学級活動等で、学級の役に立っていると [生徒アンケート] ○各教科､行事､学級活動等において ・学校の評価は全項目適切である ・自分のよさが分かることと、他者

実感できる場面を設定する 自分のよさがわかる生徒 3.2以上 →（3.0） ３ 協働的な活動を工夫していること Ａ ・生徒達の取り組む姿勢がよくなっ のよさが分かることには、相関関
る 「絆づくり」と で他者のことを考える意識を高め ていると感じる。授業中の態度に 係があり、より多くの教師の目で

一人の「居場所 [生徒アンケート] ることができた。 表れていると思う。 生徒を見取りながら、生徒に関す
評 づくり」

○目標達成に向けて、仲間とともに取り組
他者のよさがわかる生徒 3.5以上 →（3.4） ４ Ａ ・ほめること、認めること、話に耳 る情報共有の場を設定し、生徒の

む △意図的に生徒の成果を評価して を傾けるこで大切にしてもらって 様々なよさを共有する。
価 ○振り返る場面において、相互評価を行う [生徒アンケート] 「ほめる」場面を多くつくること いると感じることにつながってい ・小中連携の教育活動を継続して進

とともに、努力やできたことを具体的に 協力し合おうとする生徒 3.5以上 →（3.4） ４ で 自己有用感を持たせる必要が Ａ くと思う。 めていく。
褒める ある。

○重点目標や達成のための手立ての共通理 [教師アンケート] ○生徒の実態把握が深まり、教職員 ・学校の評価は、全項目適切である。 ・各種委員会で重点目標に向けて状

解・共通実践を行う 共通理解・共通実践ができている ３ の重点目標への意識の高まりが見 Ａ ・ＰＤＣＡによる組織の協働体制を 況把握や各分掌の意見交流を活性
3.0以上 →（2.8） られている。 図り、具体的な手立てを共通理解 化し機能化を図る。

ＰＤＣＡにおけ
○ミドルリーダーが、重点目標達成に係る

[教師アンケート] ○全職員による教育活動の評価・改 共通実践することが、２つの重点 ・主任･主事を担うミドルリーダー
る協働体制の推

支援や助言を行う
支援や援助ができている ２ 善を行い、今後へ向けて実践への Ａ 目標の達成への近道ではないかと の積極的な研修参加を勧める。

進 3.0以上 →（2.7） 協議ができた。 考える。 ・ミドルリーダーと若年教員が意見
○年間で２サイクルを行い、各会議等で状 [教師アンケート] △ミドルリーダーが若年教員が職務 ・先生達にもう少し時間的余裕がな の交流を行う機会を定期的に設定
況報告や改善の方策を審議し、評価改善 評価改善ができている ３ を果たすための支援を積極的に行 Ａ いかなと感じる。 する。
を図る 3.1以上 →（2.9） う必要がある。

○いじめに関するアンケートを月に１回程 [生徒アンケート] ○いじめに対する生徒の意識は高く ・学校の評価は、全項目適切である。 ・アンケート、教育相談を継続し、
いじめを「しな 度、実施して委員会で把握し、予防・指 いじめはいけないと回答する割合 ４ 場面に応じた対応ができている。 Ａ ・相談できる教師のポイントが成果 早期発見・早期対応努める。SC・

い いさせない、見 導する 3.8以上 →（3.8） ○教師に相談しやすい人間関係がで 指標を上回っていることから、効 SSW、外部機関との連携を図りな
じ 逃さない」指導 ○共感的な生徒指導を推進し、年３回の教 [生徒アンケート]

４
きているため、定期的な教育相談 果的な指導体制であることが窺え がら生徒・保護者に寄り添う。

め 体制の推進 育相談を行う 相談できる教師がいる 3.2以上 →（3.5） や毎月の「いじめ防止対策委員会」 Ａ る。これからも、生徒と教師との ・いじめを生まない学校づくりのた
防

○いじめ防止対策委員会を定期的に開催し いじめの認知件数の増加および解消 により、組織的な対応を進めるこ 信頼関係を築いていただきたい。 めに日常的な「目配り、気配り、
止

全体で情報を共有し、迅速な支援を行う 100％ →（100％） ４ とができ、早期発見、早期的対応 Ａ ・いじめが減っていることを評価す 心配り」を全職員で継続し、情報
ができている。 る。 を共有する。

○不登校を減らす基本対応「福岡アクショ 不登校生徒の出現率 ○不登校、兆候生徒への対応は、学 ・学校の評価は、全項目適切である。 ・「ふくおかアクション３」を全職
不登校生徒およ ン３」による不登校未然防止を徹底する 昨年度以下→（-4.5） ４ 年だけでなく、支援加配教員、補 Ａ ・組織的な対応と居場所の確保がと 員で継続して取り組む。

不 び不登校傾向生 導主事、SSW、SC、関係機関と連 ても効果的だと思われる。 ・不登校対策コーディネーター、養
登 徒への個に応じ ○生徒支援加配教員やＳＣ、ＳＳＷ等への [生徒アンケート] 携を取り組織的な対応とハートフ ・関連機関との連携やハートフルル 護教諭、特別支援コーディネータ
校 た支援体制の充 相談の充実を図り、生徒人一人に合った 学級は安心できると感じる生徒 ４ ルルームやサテライトスペースを Ａ ーム、サテライトスペースを活用 ー、SC、SSWなどと情報を共有し
防 実 居場所を確保するとともに、保護者や生 3.2以上 →（3.3） 活用した居場所を確保すること した対応で、安心できる居場所が ながら、状況改善を図る。
止 徒を支援する で、不登校出現率が減少した。 あり不登校生徒が減少しよかった ・ハートフルルーム、サテライトス

○生徒指導委員会で報告し、全体で情報を [教師アンケート] ○行事や各学年､学級の取組により､ と思う。 ペースなど個に応じた学習の場と

共有して、指導や支援に生かす
気になる生徒の情報共有を進んで行ってい ３ 学校生活への満足度が高まってい Ａ ・地域でも何かできることはないか タブレットドリルや映像授業等を
る 3.6以上 →（3.3） る。 考えていきたい。 活用し、学習できるようにする。

○定時退校日を水曜日に設定する ○定時退校日や部活動休養日が定着 ・学校の評価は、全項目適切である。 ・パソコンやタブレットを活用した
働 本市の働き方改

月平均の超過勤務時数
し、部活動における職員の負担は ・時間を効率的、効果的に使うため 資料の事前配付や時間の確保を工

き 職場環境の充実
○部活動休養日を水曜日、土日１回以上設

３ 一部軽減している。 Ａ に、会議のスリム化や業務の協働 夫し、会議の効率化を図る。
方

定する
45時間以下 →（41.0） 化等、工夫していくことが大切だ ・働き方改革チェックシートを活用

改 △会議の運営については、ICTを活 と考える。 し、業務改善に取り組む。
革

○効率的な会議運営を行う
[教師アンケート] 用することで効率化を図っている ・部活動に対する熱量に違いがある ・部活動休養日と週休日の部活動時
効率的、効果的な会議となっている ３ が、不十分である。 Ａ ため、統一するには難しさを感じ 間の徹底を図る。

3.0以上 →（2.9） る。
※ 成果指標の( )数値は5月→12月実施アンケートの結果を示している

◇ 評価について ・【自 己 評 価】 ４：目標達成（９０％以上） ３：ほぼ達成（７０％～９０％） ２：もう少し（６０％～７０％） １：できていない（６０％未満）
・【学校関係者評価】 Ａ：自己評価は適切である Ｂ：自己評価は上方修正すべきである Ｃ：自己評価は下方修正すべきである





（様式１－２）

令和６年度 学校評価報告書 大牟田市立甘木中学校 ＮＯ２
評 価 計 画 自 己 評 価 学校関係者評価 改 善 計 画

領 域 評価の観点 評価指標(①取組指標または②成果指標) 評価 結 果（成果と課題） 評価 コメント 次年度における改善策（案）

教育課程・ １ 年間指導計画に基づく指導と各教科重点目標達成の取り組み 学期ごとの教科部会の実施 ① ３ ○生徒授業アンケートや教師授業アンケ ・学校の評価は適切である。 ○授業改善に向けて、教科での定期的な授

学習指導 ２ 各教科の各単元や毎時間の授業での基礎・基本の定着 書く活動の実施① ３ ートの結果をもとに教科指導や教育課 ・ICT を活用した授業実践の差が生ま 業参観や協議の時間を設定した校内研究

３ 評価規準表をもとにした評価と補助簿の作成、活用の工夫 補助簿の作成と活用の実施 ① ３ 程の改善につなげることができた。 Ａ れても、教員のよさが出せればよ を行っていく。

４ 生徒への授業評価、アンケート等の実施と授業改善 学期１回のアンケート調査実施 ①② ３ △ ICT を活用した授業実践が教師により いと考える。 ○ ICT を活用した研究授業の際に外部講師

５ ＩＣＴを活用した授業改善 学期１回のアンケート調査実施 ①② ２ 差が大きく、研修を行う必要があった。 による ICT講習を設定する・

進路指導 ６ ３年間を見通した進路指導の取り組み、体験学習活動の実施 定期的な特別活動担当者会の実施 ① ４ ○企業訪問・職場体験・高校訪問と体験 ・学校の評価は適切である。 ○３年間を見通した進路指導を継続し、Ｅ

７ 生徒一人一人の進路選択能力を高める指導（キャリア教育）の工夫 計画的な進路指導の実施 ① ３ 的な学習を効果的に組み込むことがで Ａ ・職場体験での生徒の挨拶や一生懸 ＳＤの視点をもった体験的な活動をさら

きた。 命さに感心したとの企業からの声 に充実させる。

を聞きうれしかった。

生徒指導 ８ 生徒指導の基本方針の共通理解および積極的な生徒指導の推進 週１回の生徒指導委員会の実施 ① ４ ○計画的な生徒指導委員会・教育相談が ・学校の評価は適切である。 ○個別的な教育相談の時間をできるだけ増

総 ９ 生徒理解に努めるとともに、必要に応じた教育相談の実施 学期に１回の教育相談の実施 ① ４ 実施され、学年内で生徒への支援が図 Ａ ・生徒主体の活動は、生徒指導の４ やし、生徒理解に努めるとともに、課題

10 家庭との密接な連絡および保護者と連携した支援・指導 定期的な保護者への連絡 ① ３ られている。 機能につながるので積極的に進め を持つ生徒の保護者に対して、連絡を密

△定期的な保護者連絡が不十分だった。 てほしい。 に取り家庭の状況把握に努める。

保健管理 11 生徒の健康状態の朝の会での健康観察や授業等での把握 出席状況、健康状態の確認 ① ４ ○担任と連携し、的確な出席状況、健康 ・学校の評価は適切である。 ○配慮を要する生徒への早期対応が図れる

括 12 気になる生徒に関しての養護教諭やＳＣとＳＳＷ等との連携 適切なカウンセリングの実施 ① ３ 状態の把握ができている。 Ａ ・密に連絡をいただいていて、個人 ように、関係者の情報共有と連携を推進

13 学校給食においての食物アレルギーをもつ生徒への配慮･支援 職員研修および配慮･支援の実施 ① ４ △配慮を要する生徒について組織的な対 に合わせた対応をしていただいた。 する。

応を迅速に行う必要があった。

安全管理 14 危機管理マニュアル等の作成と活用の状況 定期的な確認 ① ３ ○月１回の挨拶運動、安全点検は実施で ・学校の評価は適切である。 ○危機管理マニュアルの定期的な見直しと、

15 登下校時の継続的な交通安全指導等の取り組み 月１回の挨拶運動の実施 ① ４ きている。 Ａ ・危機管理マニュアルを活用した職 職員への周知徹底を図る。

16 校舎内外の安全点検の実施 月１回の安全点検の実施 ① ４ △危機管理マニュアルの定期的な見直し 員研修を行うことが必要と考える。 ○自転車通学に関する交通指導を徹底し、

と職員への周知が必要である。 ・事故が起こった際、迅速に対応さ 機会を捉え安全指導の充実を図る。

れていた。

特別支援教育 17 心身に障害をもつ生徒の個別の指導計画や支援の状況 定期的なケース会議の開催 ① ３ △担当者だけでなく、全職員で生徒指導 ・学校の評価は適切である。 ○職員会議の中で情報共有し、全職員共通

18 特別支援教育のための校内支援体制の状況 特別支援教育委員会の定期的な開催① ２ に関する情報を共有する時間が必要で Ａ ・特別支援教育コーディネーターを 理解のもと個に応じた細かな指導・支援

ある。 中心とした校内支援体制の機能化 を行う。

が大切だと考える。

組織運営 19 校務分掌の職務内容の明瞭さと各組織の機能の状況 各組織の機能的な取り組み ① ３ ○計画的な取組と提案は適切に行われ、 ・学校の評価は適切である。 ○機能的な分掌組織となるように業務の平

20 担当する分掌での組織的な取り組みや事前の計画的な提案 計画的な取り組みと提案 ①② ４ 実行することができた。 Ａ ・主担当に職務が集中しないよう複 準化を意識しながら実践する。

△主担当に業務が集中する傾向があるの 数体制で組織を編制することが大 ○タブレットを活用した資料の事前配付や

で協働体制構築の改善が必要である。 切だと考える 時間の確保を工夫し、会議の充実を図る。

研修 21 研究主題のねらいや研究内容・方法についての共通理解 学期１回以上の校内全体研修の実施① ３ ○一人１回研究授業を実践できている。 ・学校の評価は適切である。 ○定期的に研究の進捗状況や成果・課題を

22 校内研修係から提案された取り組みの実践 個人で年１回の研究授業 ① ３ △研究推進委員会が提案する取組を、授 Ａ ・教科等の枠を超えた研修が推進委 整理し、年間計画の立案を行う。

業づくりに生かすことに課題が見られ 員会の活性化につながると考える。 ○各自の公開授業後の検討会の充実とその

た。 ・課題解決に力を入れてほしい。 後の授業改善の見取りを定期的に行う。

教育目標・ 23 学校の教育目標の理解および重点目標達成のための取り組み 学期に１回の分掌部会等の開催 ① ３ ○分掌部会は学期に１回行われ、目標達 ・学校の評価は適切である。 ○アンケートの結果や要望の集約を受けて、

学校評価 24 生徒や保護者、地域の方等への外部アンケートの実施 年３回の外部アンケートの実施 ① ２ 成に向けて評価と改善を行った。 Ａ ・学校評価計画の立案の際、アンケ 運営委員会で協議し、学校経営に生かす。

△地域を対象とした外部アンケートを実 ートをきちんと位置付けてみては ○まちづくり協議会と連携を図り、地域を

施することができなかった。 どうだろうか。 対象とした外部アンケートを実施する。

情報提供 25 保護者への学校通信､学年または学級通信の発行､生徒の様子の 月１回以上の各通信の発行 ① ３ ○学校、学年通信は計画的に発行できて ・学校の評価は適切である。 ○学校通信で、学力や生徒指導面の評価に

連絡 いる。 Ａ ・通信を通して学校の様子が分かる。 ついて文章等で講評を行う。

26 学校評価の結果についてのＨＰや学校通信等での公表 学校の自己評価の結果の公表の実施① ３ △学力や生徒指導面の評価が学校通信等 ・公表するだけでなく、具体的な対 ○学校ＨＰの充実を図るため、校務分掌に

での公表が不十分である。 策を示すことが大切だと考える。 担当者を位置づける。

保護者、住民 27 保護者や地域の人材、教育施設等の活用 保護者の行事等への参加、施設利用 ①② ３ ○まち協会議へ参加し学校通信を配布す ・学校の評価は適切である。 ○保護者や地域の方々に学校教育活動への

等との連携 28 地域との情報連携（まち協会議への参加、学校通信の配布） 各月１回の両まち協会議への出席 ① ４ るとともに、情報共有している。 ・まち協会議への参加がありがたく 参加の必然性がある機会を確保し、協力

△保護者が行事へ参加しやすいように、 Ａ 学校との距離を近く感ている。 を呼びかける。

参加の機会の確保と方法の工夫も必要 ・地域の行事に先生方も参加して繋 ○倉永まつりや手鎌まつりなど生徒が多く

である。 がりをつくってほしい。 参加する地域の行事に積極的に参加する。

教育環境整備 29 教室、特別教室等の整備（掲示物や棚、黒板等） 計画的な整備活動の実施 ①② ４ ○月１回の安全点検で整備状況の把握に ・学校の評価は適切である。 ○生徒会専門委員会を中心に掲示物等の整

30 教材、教具、備品の整理・整頓および備品等の計画的な購入 年１回以上の備品の確認 ② ４ 努めている。 Ａ ・訪問時、いつも校内が清潔に保た 備、清掃活動や花壇の整理など環境整備

○事務職員と連携し確認できている。 れている。 を行う。

◇ 評価について ・【自 己 評 価】 ４：目標達成（９０％以上） ３：ほぼ達成（７０％～９０％） ２：もう少し（６０％～７０％） １：できていない（６０％未満）

・【学校関係者評価】 Ａ：自己評価は適切である Ｂ：自己評価は上方修正すべきである Ｃ：自己評価は下方修正すべきである


